
独
立
行
政
法
人

工
業
所
有
権
情

報
・
研
修
館

独
立
行
政
法
人
工
業
所
有
権

情
報
・
研
修
館
法
（
平
成
十

一
年
法
律
第
二
百
一
号
）

平成˜Ÿ年š月š˜日 金曜日 (号外特第˜˜号)官 報

（
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
の
適
用
に
関
す
る
経
過
措

置
）

第
五
条

施
行
日
前
に
施
行
日
前
の
情
報
・
研
修
館
を
退

職
し
た
者
に
関
す
る
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
第
十
二

条
の
二
及
び
第
十
二
条
の
三
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
施
行
日
後
の
情
報
・
研
修
館
の
理
事
長
は
、
同
法

第
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
各
省
各
庁
の
長
等

と
み
な
す
。

（
労
働
組
合
に
つ
い
て
の
経
過
措
置
）

第
六
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
特
定
独
立

行
政
法
人
等
の
労
働
関
係
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十

三
年
法
律
第
二
百
五
十
七
号
。
次
条
に
お
い
て
「
特
労

法
」
と
い
う
。）第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
労
働
組
合

で
あ
っ
て
、
そ
の
構
成
員
の
過
半
数
が
附
則
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
施
行
日
後
の
情
報
・
研
修
館
の
職
員
と
な

る
者
で
あ
る
も
の
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
労
働
組

合
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
七
十
四
号
）
の
適
用

を
受
け
る
労
働
組
合
と
な
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
当
該
労
働
組
合
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
、

法
人
で
あ
る
労
働
組
合
と
な
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
法
人
で
あ
る
労
働
組
合
と
な
っ

た
も
の
は
、
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
六
十
日
を
経
過
す

る
日
ま
で
に
、
労
働
組
合
法
第
二
条
及
び
第
五
条
第
二

項
の
規
定
に
適
合
す
る
旨
の
労
働
委
員
会
の
証
明
を
受

け
、
か
つ
、
そ
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
に
お
い
て

登
記
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
日
の
経
過
に
よ
り
解
散
す
る

も
の
と
す
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
労
働
組
合
法
の
適
用
を
受
け

る
労
働
組
合
と
な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
施
行
日
か

ら
起
算
し
て
六
十
日
を
経
過
す
る
日
ま
で
は
、
同
法
第

二
条
た
だ
し
書
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規

定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
不
当
労
働
行
為
の
申
立
て
等
に
つ
い
て
の
経
過
措

置
）

第
七
条

施
行
日
前
に
特
労
法
第
十
八
条
の
規
定
に
基
づ

き
施
行
日
前
の
情
報
・
研
修
館
が
し
た
解
雇
に
係
る
中

央
労
働
委
員
会
に
対
す
る
申
立
て
及
び
中
央
労
働
委
員

会
に
よ
る
命
令
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

２

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
中
央
労
働
委
員
会
に
係

属
し
て
い
る
施
行
日
前
の
情
報
・
研
修
館
と
そ
の
職
員

に
係
る
特
労
法
の
適
用
を
受
け
る
労
働
組
合
と
を
当
事

者
と
す
る
あ
っ
せ
ん
、
調
停
又
は
仲
裁
に
係
る
事
件
に

関
す
る
特
労
法
第
三
章
（
第
十
二
条
か
ら
第
十
六
条
ま

で
の
規
定
を
除
く
。）及
び
第
六
章
に
規
定
す
る
事
項
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
八
条

附
則
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の

ほ
か
、こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、

政
令
で
定
め
る
。

（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
一
部
改
正
）

第
九
条

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法

律
第
百
二
十
八
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
三
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

（
特
許
特
別
会
計
法
の
一
部
改
正
）

第
十
条

特
許
特
別
会
計
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
二

十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
「
第
十
一
条
第
三
項
」
を
「
第
十
二
条
第

三
項
」
に
改
め
る
。

経
済
産
業
大
臣

二
階

俊
博

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

独
立
行
政
法
人
に
係
る
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
国
土

交
通
省
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布

す
る
。

御

名

御

璽

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

法
律
第
二
十
八
号

独
立
行
政
法
人
に
係
る
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の

国
土
交
通
省
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

（
独
立
行
政
法
人
土
木
研
究
所
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条

独
立
行
政
法
人
土
木
研
究
所
法
（
平
成
十
一
年

法
律
第
二
百
五
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
六
条
」
を
「
第
五
条
」
に
、「
役
員
（
第

七
条
e

第
十
条
）」を
「
役
員
及
び
職
員
（
第
六
条
e

第

十
一
条
）」に
、「
第
十
一
条
e

第
十
三
条
」
を
「
第
十
二

条
e

第
十
四
条
」
に
、「
第
十
四
条
・
第
十
五
条
」を「
第

十
五
条
e

第
十
八
条
」
に
、「
第
十
六
条
」
を
「
第
十
九

条
・
第
二
十
条
」
に
改
め
る
。

第
三
条
中
「
土
木
に
係
る
」
を
削
り
、「
建
設
技
術
」

の
下
に
「
及
び
北
海
道
開
発
局
の
所
掌
事
務
に
関
連
す

る
そ
の
他
の
技
術
の
う
ち
、土
木
に
係
る
も
の
」を
、「
整

備
」
の
下
に
「
及
び
北
海
道
の
開
発
」
を
加
え
る
。

第
四
条
を
削
り
、
第
五
条
を
第
四
条
と
す
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
附
則
第
五
条
第
二
項
」
の
下
に

「
及
び
独
立
行
政
法
人
に
係
る
改
革
を
推
進
す
る
た
め

の
国
土
交
通
省
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
八
年
法
律
第
二
十
八
号
）
附
則
第
九
条
第
一
項
」

を
、「
金
額
」
の
下
に
「
の
合
計
額
」
を
加
え
、
同
条
を

第
五
条
と
す
る
。

第
二
章
の
章
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
章

役
員
及
び
職
員

第
七
条
第
二
項
中
「
一
人
」
を
「
二
人
以
内
」
に
改

め
、
第
二
章
中
同
条
を
第
六
条
と
す
る
。

第
八
条
を
第
七
条
と
し
、第
九
条
を
第
八
条
と
す
る
。

第
十
六
条
第
一
号
中
「
第
十
一
条
」
を「
第
十
二
条
」

に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
十
三
条
第
一
項
」を「
第

十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
条
と
し
、

第
五
章
中
同
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
十
九
条

第
十
条
の
規
定
に
違
反
し
て
秘
密
を
漏
ら

し
、
又
は
盗
用
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は

五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
十
五
条
を
削
る
。

第
十
四
条
中
「
第
十
一
条
第
一
号
」
を
「
第
十
二
条

第
一
号
」
に
改
め
、「
第
二
号
の
業
務
」
の
下
に「（
次
条

第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
業
務
を
除
く
。）」を
加
え
、

同
条
を
第
十
五
条
と
し
、
第
四
章
中
同
条
の
次
に
次
の

三
条
を
加
え
る
。

（
港
湾
法
の
適
用
の
特
例
）

第
十
八
条

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十

八
号
）
第
三
十
七
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
研
究
所
は
、
国
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
は
、
同
条
第
四
項
た
だ
し
書
中
「
前
項
に
規
定

す
る
者
」
と
あ
る
の
は
、「
前
項
に
規
定
す
る
者
（
独

立
行
政
法
人
土
木
研
究
所
を
含
む
。）」
と
読
み
替
え

て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
第
十
一
条
」
を「
第
十
二
条
」

に
改
め
、
第
三
章
中
同
条
を
第
十
四
条
と
す
る
。

第
十
二
条
第
二
号
中
「
土
木
技
術
」
を
「
土
木
に
係

る
建
設
技
術
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
三
条
と
す
る
。

第
十
一
条
第
三
号
中
「
土
木
技
術
」
を
「
土
木
に
係

る
建
設
技
術
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
二
条
と
す
る
。

第
十
条
第
二
項
中
「
第
十
条
第
一
項
」
を
「
第
九
条

第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
九
条
と
し
、
第
二
章
中

同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
役
員
及
び
職
員
の
秘
密
保
持
義
務
）

第
十
条

研
究
所
の
役
員
及
び
職
員
は
、
職
務
上
知
る

こ
と
の
で
き
た
秘
密
を
漏
ら
し
、
又
は
盗
用
し
て
は

な
ら
な
い
。
そ
の
職
を
退
い
た
後
も
、同
様
と
す
る
。

（
役
員
及
び
職
員
の
地
位
）

第
十
一
条

研
究
所
の
役
員
及
び
職
員
は
、
刑
法
（
明

治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
そ
の
他
の
罰
則
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
法
令
に
よ
り
公
務
に
従
事
す
る
職

員
と
み
な
す
。

（
主
務
大
臣
等
）

第
十
六
条

研
究
所
に
係
る
通
則
法
に
お
け
る
主
務
大

臣
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

役
員
及
び
職
員
並
び
に
財
務
及
び
会
計
そ
の
他

管
理
業
務
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
国
土
交

通
大
臣

二

第
十
二
条
第
一
号
及
び
第
二
号
の
業
務
（
こ
れ

ら
に
附
帯
す
る
業
務
を
含
む
。）の
う
ち
国
土
交
通

省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十

三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
務
に
関
連
す
る
土
木

技
術
に
係
る
も
の
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、

国
土
交
通
大
臣
及
び
農
林
水
産
大
臣

三

第
十
二
条
に
規
定
す
る
業
務
の
う
ち
前
号
に
規

定
す
る
業
務
以
外
の
も
の
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
は
、
国
土
交
通
大
臣

２

研
究
所
に
係
る
通
則
法
に
お
け
る
主
務
省
は
、
国

土
交
通
省
と
す
る
。

３

研
究
所
に
係
る
通
則
法
に
お
け
る
主
務
省
令
は
、

主
務
大
臣
の
発
す
る
命
令
と
す
る
。

（
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
の
意
見
の
聴
取
）

第
十
七
条

前
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
業
務
に

関
す
る
通
則
法
第
二
十
八
条
第
三
項
、
第
二
十
九
条

第
三
項
、
第
三
十
条
第
三
項
及
び
第
三
十
五
条
第
二

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中

「
評
価
委
員
会
」
と
あ
る
の
は
、「
評
価
委
員
会
及
び

農
林
水
産
省
の
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
」
と
す

る
。

２

国
土
交
通
省
の
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
は
、

次
の
場
合
に
は
、
前
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る

業
務
に
関
し
、
農
林
水
産
省
の
独
立
行
政
法
人
評
価

委
員
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

通
則
法
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
三
十
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
評
価
を
行
お
う
と
す
る
と

き
。

二

通
則
法
第
三
十
二
条
第
三
項
後
段
（
通
則
法
第

三
十
四
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
し
よ
う
と
す
る
と

き
。

（
独
立
行
政
法
人
建
築
研
究
所
法
の
一
部
改
正
）

第
二
条

独
立
行
政
法
人
建
築
研
究
所
法
（
平
成
十
一
年

法
律
第
二
百
六
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
六
条
」
を
「
第
五
条
」
に
、「
役
員
（
第

七
条
e

第
十
条
）」を
「
役
員
及
び
職
員
（
第
六
条
e

第

十
一
条
）」に
、「
第
十
一
条
・
第
十
二
条
」
を
「
第
十
二

条
・
第
十
三
条
」
に
、「
第
十
三
条
・
第
十
四
条
」を「
第

十
四
条
・
第
十
五
条
」
に
、「
第
十
五
条
」
を
「
第
十
六

条
・
第
十
七
条
」
に
改
め
る
。
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